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1 はじめに
現在，人間が理解できる完全なソースコードを，実用レベルで

自動的に生成する手法は存在しない．しかし，小規模なプログ
ラムならば生成可能である．深層学習を利用した DeepCoder[1]

は，使える関数の数に制限があり，かつ小規模なプログラムだと
いう欠点はあるが，プログラムの自動生成ができる．
本研究では，DeepCoderが真に妥当かどうかを追試する．ま

た，関数の数や定義など，DeepCoderの論文で述べられている
条件を変更したときでも，生成されたプログラムが期待したプ
ログラムと同じかどうかの正解率や，プログラムの自動生成に
かかる実行時間の変化を調査する．

2 DeepCoder

2.1 DeepCoderとは
DeepCoder[1] とは自動でプログラムを生成する手法である．

プログラムを生成する際にニューラルネットワークを用いる．
DeepCoder が行うのは，統合開発環境が行うような局所的な
コードの生成ではなく，完全なプログラムの生成である．使用
できる関数が 34個のみというドメイン固有言語のプログラムを
生成する．また，使える型は整数型，論理型，および整数型のリ
ストのみである．使える関数や型に制限はあるが，簡単なプロ
グラミング問題ならば解くことができる．
2.2 DeepCoderのプログラム生成手法
次に，DeepCoderがどのようにして自動プログラミングを行

うかを述べる．DeepCoderは，

1. 生成したいプログラムに与える入力と期待する出力をニ
ューラルネットワークに与える

2. ニューラルネットワークは与えられた情報を基にして，そ
れぞれの関数が生成したいプログラムで使用されている確
率を推測する（確率については別紙）

3. 確率の高い関数から優先的に探索をして，生成したいプロ
グラムを求める

という手順でプログラムを生成する．ニューラルネットワーク
を使わなくても，すべての探索空間を調査すれば生成したいプ
ログラムを求めることはできるが，探索空間は広く時間がかか
るので，ニューラルネットワークを使って探索時間の短縮をす
るのが目的である．
2.3 機械学習モデル
たとえば，次のプログラムを考える．� �
a <- [int]
b <- FILTER (<0) a
c <- MAP (*4) b
d <- SORT c
e <- REVERSE d� �

出力の値はすべて負で，4で割り切れ，降順でソートされている
という特徴を持つ．ニューラルネットワークはプログラムの入
出力からこれらの特徴を分析し，個々の関数の有無を予測させ
ることを学習する．

2.4 実装
DeepCoderの論文には理論のみ示されており，ソースコード
などは公開されていないので，HiroakiMikami/deep-coder[2]
で公開されている DeepCoder の再実装を一部利用することと
した．

3 DeepCoderの評価
図 1は，訓練データのプログラム行数 Ttrain とテストデータ
のプログラム行数 Ttest において，DeepCoder を使わずに探索
した場合よりどれくらい速度が上昇したかの関係である．本実
験では，この値が本当に妥当なのかを検証する．表 1は，プログ
ラムの行数が 1，および 2のときに生成できるすべてのプログラ
ムにおいて，テストデータから正しいプログラムが生成された
ときの平均探索時間が，DeepCoderを使わずに探索した場合よ
りどれくらい速度が上昇したかを示したものである．これより，
Ttest = 2のとき，論文に記されているほどの速度上昇は見込め
ず，妥当であるとは言えないことが分かる．Ttest = 3, 4, 5のと
きの検証も引き続き必要である．

(b)図 1 訓練データのプログラム行数，テストデータのプログラ
ム行数，探索時間の速度上昇の関係（文献 [1]）

表 1 平均探索時間の倍率を実測した結果
PPPPPPPPPTtrain

Ttest
1 2

1 1.73 2.95
2 1.49 2.91

4 おわりに
本研究では，DeepCoder が真に妥当かどうかを追試した．
しかし，表 1 において，Ttest = 3, 4, 5 の場合の学習には計算
機のメモリが足りず，測定できなかった．今後の課題として，
Ttest = 3, 4, 5の場合の検証が挙げられる．
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